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は
小
立
野
町
山
祉
に
て
、
城
地
よ
り
今
石
引
町
の
山
崎
領
と
遺
名
す
る
地

溢
.
い
に
し
へ
山
崎
の
村
地
な
り
と
い
ひ
体
ム
れ
ば
、
山
崎
町
は
今

い
ふ
石
引
町
怠
る
べ
し
。
石
引
町
は
名
高
き
町
名
た
れ
ど
‘
奮
記
に

未
だ
見
合
ら
宇
。
此
の
町
は
戸
室
山
よ
り
城
内
用
の
石
を
秘
書
出
す

に
よ
り
、
俗
K
石
引
町
と
呼
ぴ
け
る
陀
依
っ
て

、
迭
に
沓
名
は
絶
え

た
る
な
ら
ん
。
十
間
町
議
と
云
ふ
除
は
.
土
属
議
休
の
仰
稔
よ
り
起

る
と
い
へ
ど
も
、
文
政
四
年
K
彼
の
仰
設
K
競
っ
て
、
山
の
小
絡
を

ば
二
時
山
崎
町
と
史
民
開
閉
す
る
背
中
と
な
り
‘
山
崎
町
と
い
陀
し
へ
稀

せ
し
は
、
十
間
町
縫
た
り
と
世
人
間
捌
e
云
ひ
出
し
.
山
崎
の
村
跡
も
十

間
町
遜

k
t
.
村
跡
を
ば
印
ち

山
崎
町
と
呼
べ
る
如
く
い
ひ
な
せ

り
。
是
全
く
文
政
凶
年
花
、
町
名
の
改
稿
あ
り
し
時
の
不
吟
味
と
い

ふ
ベ
し
。
石
市
紳
枇
に
仰
探
せ
る
究
永
八
年
の
氏
子
地
凶
蛍
び
新
町

昨
日
市
乙
剣
榊
枇
の
酬
明
稔
陀
て
考
ふ
る
に
、
十

m町
の
溢
は
い
に
し
へ

鐙
市
の
村
地
に
て
.
銭
市
は
三
宮
古
記
正
和
元
年
の
僚
K
.
山
崎

凹

市
と
紋
せ
た
る
凹
市
な
れ
ば
、
山
崎
村
と
共
に
甚
だ
古
き
村
洛
左
る

都
知
る
べ
し
。

0 
石

号|

町

此
の
町
名
は
、
活
税
関
初
以
来
.
披
内
の
用
石
を
戸
袋
山
よ
り
悦
き

且l
O 

出
せ
る
道
路
た
る
に
依
っ
て
石
引
町
と
呼
べ
り
。
三
州
志
来
図
概
見

附
帆
叫
に
も
‘文
総
元
年
金
城
の
石
川
盟
を
築
か
し
め
ら
る
o
石
引
町
は
、

今
年
築
昼
の

E
石
を
戸
告
一
山
よ
り
諭
吉
出
す
道
僚
た
る
を
以
て
、
此

の
時
よ
り
し
か
名
づ
く
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
陀
、
此
の
町
は
沓

名
山
崎
町
な
る
を
、
俗
に
石
引
町
と
呼
べ
る
も
の
な
ら
ん
。
然
ら
ば

文
称
よ
り
石
引
町
と
名
づ
く
る
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
石
引
町
の
名

一
牲
に
、
松
平
伯
者
逃
衆
と
し
て
小
立
野
湯
涌
口
へ
混
越
底
.

は横
山
山
城
守
鴛
=
普
鈎
-
戸
室
山
よ
り
石

E
錦
ν
引
た
り
。
伯
者
石
引
町

を
罷
泊
る
節
、
向
よ
り
大
勢
の
人
夫
石

E
引
昔
、
宮
や
り
を
仕
罷
越

底
云
々
。
と
い
ム
背
中
見
h
た
り
。
右
は
究
永
正
保
の
頃
な
ら
ん
か
。

此
の
後
間
泊
三
年
七
月
の
役
付
陀
、
五
兵
衛
と
申
者
石
引
町
陀
罷

在
、
使
安
三
年
k
e
M
死
仕
と
見
b
.
同
四
年
E
月
の
位
付
に
、
山
崎

側
太
右
術
門
と
申
者
‘
小
立
抑
石
引
町
民
間
同
在
り
、
地
子
方
才
許
仕

る
と
云
ふ
事
見
h
た
り
。
元
総
九
年
の
地
子
町
肝
前
a

才
許
付
花
、
石

引
町
・
同
横
町
・
向
後
町
と
あ
り
o
今
は
上
石
引
町
・
中
石
引
町
・
下
石

引
町
と
な
し
た
り
。
横
町
後
町
は
、
石
引
町
と
呼
べ
る
陀
な
し
。

O
戸
室
石
来
歴

此
の
石
は
、
河
北
郡
戸
室
山
よ
り
伐
り
出
し
け
る
首
闘
の
産
石
な
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